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寝袋を二階のタンスから持ち出してきて、その他リュックに必要なも

のを詰めて。  

まるでずっと昔の遠足の時みたいな浮足立った気持ち。  

○学生の仲良 しクラス メイトの 男女８ 人グループが 計画した 夏休み

の男女混合キャンプの前日、企画立案者のキョウタは心が弾んで仕方が

なかった。  

そしてその弾んだ心に含まれていたものは、単に野山へみんなで遊び

に行けるという純粋な子供心の楽しみ・・・だけではなかった。  

 

“自分たちだってもう大人。色んな経験がしたい！！”  

 

そんなちょっと大人びた下心を持ちながらも、鼻歌を歌いながら意気

込んで次の日の支度をするキョウタ。  

各々の家で準 備に励む 他のメン バーた ちも同様の気 持ちだっ たこと

は言うまでもない。  

 

そして当日がやってきた。  

 

「おはよっ！！だけどすげー清々しい朝だよな！」  

「だねぇ！なんかワクワクしてくるよぉ」  

「キャハハ！ミノル、なんだか子供みたいに嬉しそうな顔してるじゃ

ん！」  

「え～、そういうアヤハだって同じだよ！」  

待ち合わせの学校からの最寄り駅の構内。  

改札の前で簡単にスケジュールの確認をし合った後、男女混合グルー

プは電車で３時 間かかる場所 にある野 山へ２泊３日のキ ャンプに出発

した。  

 

現地に着いた後は、とにかくもう開放！！  

ひとまず泊まる予定の山の麓のキャンプ用広場にテントを張り、８人
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は山の散策へとレッツゴー！！  

普段住んでいる都会のゴミゴミした空気を束の間忘れ去り、辺り一面

に広がる夏の緑葉を満喫したのだった。  

 

帰ってきた８人は最高に浮かれ気分。  

だけどお腹はペコペコ。  

「んあはぁ・・・・足がちゅかれたねぇ・・・」  

「リミ、なんでそんな赤ん坊みたいな声なのよぉ～～～っ」  

「だってちゅかれたんだもぉぉん！」  

「俺もちゅかれたよぉ！！」  

「ケンゴったらぁ！男なのに女々しいじょぉっ！」  

「女々しくたっていいやぁぁぁぁあい！！」  

会話に特段意味はない。自由に会話するメンバーたち。  

「だけど・・・・・自然って最高ぉぉぉっっっ！！！！」  

叫んだミノルの声はヤマビコとなって周囲の山々にこだまする。  

みんな自由！！  

とにかく自由でハチャメチャだ。  

 

テントに戻った８人。  

こうして一日目、果てなく続く青空の下で皆は思う存分自然を満喫し

たのだった。  

 

― －  ―そして― －  ―  

 

結論を先に申そう。  

この８人は、この日の夜・・・。  

日が暮れてから行ったキャンプファイアーの後・・・。  

テント内で・・・。  
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“８人一緒に仲良く大乱交をし、処女、童貞を卒業したのだった。”  

 

みんなで甘く激しいセックスを心ゆくまま楽しんで、一人残らずたっ

ぷり気持ち良くなったのだ！！  

 

とにかく全員にとって衝撃的な夜であった。  

 

再確認するが・・・。  

 

８人はまだ○学２年生である。  

 

そんな彼ら彼女らが・・・・裸で無我夢中。  

 

動物みたいに舐め合って結合し合って。  

 

大人顔負けの激しすぎるグループセックス！複数プレイ！！  

 

 

と、ここで８人の概要を紹介しよう。  

まずは男子。  

運動神経抜群でバスケ部に不可欠の逸材なのがキョウタ。  

外で遊ぶのが人一倍好きなため、真っ黒に顔が焼けているのがスポー

ツ刈りのリョウスケ。  

リョウスケやキョウタと比べ、色が白くて小さくて細く少し貧弱に見

えなくもないが、２年生になってから驚くほど背が伸びてきて、皆から

の勧めで“脱メガネ”をしたミノル。  

中肉中背、特に特徴といった特徴はないが勉強もスポーツも無難にこ

なせてしまうケンゴ。ちなみにケンゴは顔が良いため女子たちからモテ

モテだ。  
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そして女子。  

クラスのマドンナ的存在で顔も群を脱いで美人で、女子たちからは一

目置かれる存在、男子からも一番モテているアヤハ。  

まだ○学２年生なのに、制服の上からでも分かる巨乳でひそかに男子

たちから噂されているツバキ。  

ツバキとは対照的に少し幼児体型だが、顔が妹っぽくてキュートな可

愛いらしさが特徴のケイコ。  

そして、テニス部のエースとして将来も嘱望されている爽やかで可愛

い健康少女のリミ。  

 

まるでこの日 のために サービス してく れたかのよう な綺麗な 満点の

星空が大き目の赤いテントを包み込んでいる。  

キャンプファイアーの残り火がまだ広場 で消え切らずに燻っている。 

風はなく、近くの川のせせらぎだけが聞こえている。  

８人がリュックの中にしまった腕時計の針は、午後１１時を回ってい

た。  

 

決して有名なキャンプ場ではない。いわば穴場の中の穴場。  

だから８人以外に人はいない。  

 

静かな静かな夜であった・・・。  

 

「リョウスケのチンポ・・・ウインナーみたいよ・・・ンジュブブブ」  

「すっごいよ ！ケンゴ のチンポ だって 負けてない！ すっごい 大きい

もん・・・ンジュププパブパァ・・・」  

 

 

体験版はここまでです  
 


